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校内研修サポート オンデマンド研修 



研修目的

1．学習指導要領に示された
　「カリキュラム・マネジメント」
　　について理解する

２．自校の組織的・計画的な
　「カリキュラム・マネジメント」の推進
　　について考える



研修の流れ

１．カリキュラム・マネジメントのねらい

２．カリキュラム・マネジメントの
　　　　　　　　　　　　　３つの側面

３．カリキュラム・マネジメントの推進

各自、自校の単元配列表（カリキュラム表）をご準
備ください。



学習指導要領では，下線部全体を指して
   「カリキュラム・マネジメント」と定義

小学校学習指導要領 第１章 総則

第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割

４ 各学校においては、児童や学校，地域の実態を適切に把握し、教育の目的や
目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと，
教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必
要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなどを通
して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っ
ていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努めるものとす
る。

「カリキュラム・マネジメント」のねらい



などを通して、
組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

「カリキュラム・マネジメント」のねらい

①教育の目的や目標の
 実現に必要な教育の
 内容等を教科等横断
 的な視点で組み立て
 ていくこと

②教育課程の実施状況
 を評価してその改善
 を図っていくこと

③教育課程の実施に必
 要な人的又は物的な
 体制を確保するとも
 にその改善を図って
 いくこと

児童や学校，地域の実態を適切に把握し編成した、教育課程に基づき



①教育の目的や目標の
実現に必要な教育の内
容等を教科等横断的な
視点で組み立てて行く
こと

「教育目標」と「教育課程」は
つながっていますか？

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

などを通して、
組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

児童や学校，地域の実態を適切に把握し編成した、教育課程に基づき



質問 
 あなたの学校の教育目標は「やさしく かしこく たくましく」ですね。
「たくましく」の実現のために、どんな取組をしていますか。 

【回答】
①体力向上のため、始業前の 
 10分間の朝マラソンに毎日
 取り組んでいます。
②運動の調整が苦手な生徒が多
 いので体育の授業で体づくり
 運動に力を入れています。
③本校の生徒はすぐあきらめて
 しまうのが課題です。「たく
 ましさ」に迫るため「粘り強
 さを意識した指導」に学校全
 体で取り組んでいます。

【教育課程とのかかわり】

① 教育課程外の活動
 （もちろん重要です）

② 教育課程内（教育課程の一部）

③ 教育課程内（教育課程全体）

 ※教科等横断的な視点

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと



目指す児童生徒像から各教科の「指導の重点」を考える例（小学校）
●学校教育目標
夢と希望を持って、社会的自立の基礎を身に付ける子どもの育成
～やさしく かしこく たくましく～
やさしく かしこく たくましく

感じる力 考える力 自分で解決しようとする力

かかわる力 練り合い創る力 挑戦する力

伝える力 選択する力 やり抜く力

自他の良さに気づく力 振り返り生かす力 夢を描く力

クラス 教科 内容・ねらい

２－１ 国語 主語と述語

読むときや話すとき、書くときには、主語と述語が必要であるということを理解する
ことができる【伝える力】

４－１ 算数 計算のやくそくを調べよう（計算のきまり）

ドットの数の求め方を、まとめたり移動させたりするなどの工夫をして、考えること
ができる。【自分で解決しようとする力】

４－１ 理科 とじこめた空気と水のせいしつをさぐろう

閉じ込めた空気を圧して体積や手応えの変化を調べ、それらを関連づけて考えること
ができる。【考える力】

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと



①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

令和元年度教育課程連絡協議会資料より



                     育てたい資質・能力でつなげる

４～６月
日本の
伝統文化
を愛する
心

７～10月

平和な社会
を志向する
態度

１～３月
６年間を振
り返っての
感謝と未来
へ向けての
自立の心

11・12月

夢や目標の
実現に向け
ての生き方

最上級生としての自覚をもって行動できる６年生になろう

言葉を大切にし
社会力を育てる

平成29年度教育課程連絡協議会資料より



社会→室町文化 


国語→伝えられてきたもの 

（狂言･柿山伏） 


総合→日本の伝統文化に 

　　　　親しもう 


図工→墨から感じる形や色 

　　　　　（水墨画） 


音楽→越天楽今様 


平成29年度教育課程連絡協議会資料より

教科等の内容でつなげる　



①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

水色
【希望と勇気、努力と強い意志】

黄色【親切、思いやり】

ピンク色【生命の尊さ】



①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえ
た教科等横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組
織的に配列していくこと。

育てたい資質・能力で
つなげる

教科等の内容で
つなげる

この視点で自校の単元配列表
（カリキュラム表）を確認してみましょう

個人で確認→全体で意見交換
（約１０分）

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと



計画されたカリキュラム

実施されたカリキュラム

学ばれたカリキュラム

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと



などを通して、
組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

児童や学校，地域の実態を適切に把握し編成した、教育課程に基づき

①教育の目的や目標の
 実現に必要な教育の
 内容等を教科等横断
 的な視点で組み立て
 ていくこと

②教育課程の実施状況
 を評価してその改善
 を図っていくこと

③教育課程の実施に必
 要な人的又は物的な
 体制を確保するとも
 にその改善を図って
 いくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと



②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

事前研

カリキュラム評価改善

調査・校内研 実践

指導計画

改善 指導案

振り返り 授業　

学習評価

事後研

改善 学校評価

学校評価

計画

実践

改善 授業評価

授業研　





カリキュラム表
共通理解

４月

評価

８月

１学期
実践交流会

単元配列表（カリキュラム表）の作成と活用のサイクル

１月

評価

１２月

２学期
実践交流会

実践の成果
の検証と集積

運用

５月

改善

７月６月

日常的な修正

仮のカリキュラムの
作成と検討

運用

９月

改善

１１月１０月

日常的な修正

３月

カリキュラム表
（案）作成

３月

カリキュラム表
（案）作成

カリキュラム
構想

２月

次年度の学校経営計画・
教育課程編成会議

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと



カリキュラム・マネジメントの全体像

総則に基づくグランドデザイン
（学校経営計画・全体計画 等）

教科等の経営計画・年間指導計画

教科等の単元計画に基づく日々の授業

Ｐ

ＤＣ

Ａ

各教科等をつなぐ単元配列表（カリキュラム表）

【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】

【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】 【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】

リフレクション

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと



などを通して、
組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

児童や学校，地域の実態を適切に把握し編成した、教育課程に基づき

①教育の目的や目標の
 実現に必要な教育の
 内容等を教科等横断
 的な視点で組み立て
 ていくこと

②教育課程の実施状況
 を評価してその改善
 を図っていくこと

③教育課程の実施に必
 要な人的又は物的な
 体制を確保するとも
 にその改善を図って
 いくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するともにその改善を図っていくこと



養護教諭・栄養教諭

事務職員

地域の方

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するともにその改善を図っていくこと

地域の方

学級担任・教科担任



内外の教育資源の活用

体験ＧＴ：公民館
（茶道）Ｎさん （華道）Ｙさん

講話ＧＴ：公民館
Ｈさん Ｋさん Ｙさん 
Ｉさん Ｆさん

自校の単元配列表
（カリキュラム表）を確認してみましょう

個人で書き込み→全体で意見交換
（約１０分）

平成29年度教育課程連絡協議会資料より



カリキュラム評価改善

調査・校内研 実践

指導計画

「カリキュラム・マネジメント」を行っていくのは誰？

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



〈それぞれ〉から
〈つなげる・つながる〉へ

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



校長として、教頭として

⇒ビジョンやグランドデザインの提示
⇒目的や課題の明確化
⇒教職員の育成
⇒校内研修の推進

ミドルとして

⇒カリキュラム・マネジメントの推進
⇒ビジョンやグランドデザインの読み取 

りと具体化
⇒学級担任や教科担任への指導助言
⇒校内研究・研修計画の立案と推進
⇒協働の基盤づくり

学級担任として、教科担任として

⇒授業からカリキュラム・マネジメント
への参加・参画

⇒学級経営からカリキュラム・マネジメ
ントへの参加・参画

⇒教科経営からのカリキュラム・マネジ
メントへの参加・参画

学校事務職員に期待される役割

・学校組織における唯一の総務・財務等
に通ずる専門職

・校務運営への主体的・積極的な参画

⇒教育課程の編成・実施・評価・改善へ
の参画

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて

すべての教職員の参加・参画



カリキュラム・マネジメントを推進するための戦略（例）

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



カリキュラム・マネジメントを推進するため戦略（例）

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



いつ校内研修計画

カリキュラムのPDCA

誰が

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



８月

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



いつ

どのような機会に

何をするのか
誰が

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



カリキュラム・マネジメントの
充実は、

学力向上につながる！

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 質問紙調査

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて



①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえ
た教科等横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組
織的に配列していくこと。

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関
する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評
価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立すること。

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外
部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合わせること。

■校長のリーダーシップのもと、全ての教職員が「カリキュラム・マネジ
メント」の必要性を理解し、日々の授業等においても教育課程全体での位
置付けを意 識して取り組む。

各学校の教育活動の質の向上へ

★カリキュラム・マネジメントの充実に向けて


